金中君の朗誦会に期待する
　　　　　　　　
　　　　　　全日本漢詩連盟会長・全国漢文教育学会会長

前二松学舎大学学長・文学博士　　石川忠久
　日本には、詩吟という独特の朗誦法があり、多くの人々に愛好されている。それは漢文訓読の読み方で、それなりの調子が自然についたものである。

　漢詩はそもそも中国から伝えられたものであるから、当然中国語で読み、中国語のリズムによる朗誦がある。ただ、日本で行われているような独特の調子はない。それぞれ自分で工夫して朗誦するようだ。

　中国語はもともと世界で一番音楽的で美しい音調を持つ言語であるから、朗誦に向いているのである。
　金中君は幼い時から漢詩に親しみ、暗誦しているので、この度の朗誦会では、"金中EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ぶし),節)"の醍醐味が聞けることであろう。

　中国語の朗誦を楽しむことにより、日本人は、一首の漢詩を訓読法による詩吟と併せて、二倍楽しむことができるのである。

　これからは、両方の朗誦が盛んに行われることを大いに期待したい。
